
一
後
藤
新
平
の
主
著
で
あ
る
『
国
家
衛
生
原
理
』
（
明
治
二
十

二
年
）
の
理
論
部
分
が
、
ル
イ
ス
・
バ
ツ
・
ヘ
ン
ハ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
昌
唖

悶
層
ｇ
胃
冒
）
Ｓ
《
出
脚
且
冒
呂
号
穏
醗
昌
葺
名
○
涛
亀
》
第
一
巻

「
総
論
」
を
全
面
的
に
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

二
従
来
、
『
国
家
衛
生
原
理
』
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
「
も
し
社
会
政
策
の
国
家
論
的
基
礎
づ
け
と
い
ふ
業
績
を
問
題

に
す
る
な
ら
ば
、
後
藤
新
平
こ
そ
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
人
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
著
書
『
衛
生
制
度
論
』
と
『
国

家
衛
生
原
理
』
と
は
、
ま
さ
に
日
本
の
社
会
政
策
論
の
う
え
に
画
期

的
意
義
を
有
す
る
歴
史
的
文
献
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
信
夫
情
三
郎
『
後
藤
新
平
科
学
的
政
治
家
の
生
涯
』
昭
和
十
六

年
）
、
「
衛
生
行
政
の
重
要
性
を
社
会
政
策
の
面
よ
り
追
求
し
た
先
駆

的
業
績
」
（
川
上
武
『
現
代
日
本
医
療
史
』
昭
和
四
十
年
）
な
ど
で

後
藤
新
平
『
国
家
衛
生
原
理
』
の

理
論
的
源
泉

日
野
秀
逸

あ
る
。

ヒ
ソ

後
藤
自
身
も
『
国
家
衛
生
原
理
』
の
「
例
言
」
に
お
い
て
「
霜
カ

ニ
惟
フ
衛
生
ノ
害
多
シ
ト
雄
モ
未
タ
其
旨
趣
ノ
此
一
一
類
ス
ル
モ
ノ
ア

ル
ヲ
見
ス
」
と
自
負
し
て
い
た
。
し
か
し
、
評
価
の
中
心
的
対
象
と

さ
れ
て
い
た
社
会
政
策
の
理
論
的
記
述
が
他
人
か
ら
の
借
り
も
の
で

あ
れ
ば
、
従
来
の
評
価
に
つ
い
て
、
相
当
の
変
更
が
必
要
と
さ
れ
よ

工
司
ノ
○

三
右
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
宗
田
一
氏
が
指
摘
し
て
い

る
。
氏
は
、
『
国
家
衛
生
原
理
』
の
も
と
に
な
っ
た
後
藤
の
講
義
録

『
衛
生
警
察
原
理
』
を
発
見
さ
れ
、
「
こ
の
講
義
録
を
整
理
し
、
章
節

を
改
め
見
出
し
を
付
し
、
若
干
の
章
の
追
補
を
行
っ
た
の
が
『
国
家

衛
生
原
理
』
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
の
内
容
の
大
部
分
は
外
国
書

の
受
け
売
り
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
『
衛
生
警
察
原
理
』
に
は

弓
凹
弓
①
号
①
目
氏
著
、
後
藤
新
平
訳
補
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
日
本
の
医
療
文
化
史
（
鯉
）
ｚ
の
ロ
①
冒
す
司
目
Ｐ
、
一
九
八

六
年
十
月
）
。

す
な
わ
ち
、
国
四
目
官
８
号
『
静
凰
融
曾
ｏ
胃
凰
の
改
訂
二
版

（
く
員
措
く
。
国
シ
巨
瞥
胃
関
風
呂
ミ
画
匡
〕
呼
昌
ロ
）
、
独
逸
国
参
事
官

兼
衛
生
医
官
博
士
國
層
ｇ
胃
冒
氏
著
日
本
後
藤
新
平
訳
補
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『
衛
生
警
察
原
理
』
（
明
治
十
九
年
）
、
そ
し
て
『
国
家
衛
生
原
理
』
と

な
る
の
で
あ
る
。

四
パ
ッ
・
ヘ
ン
ハ
イ
ム
の
原
著
（
以
下
『
原
著
』
）
は
第
一
巻
第

二
巻
合
計
一
四
三
○
．
ヘ
ー
ジ
に
及
ぶ
が
、
こ
の
う
ち
、
第
一
巻
の

一
’
三
五
ペ
ー
ジ
が
「
総
論
」
で
あ
る
。
そ
の
構
成
を
記
す
。

ど
両
命
日
①
旨
９
弓
邑

Ｆ
シ
冨
号
己
耳
．
』
Ｉ
旨
。

、
の
寄
四
畠
Ｑ
２
①
豈
門
ず
ぃ
津
．
、
ｓ
胃
．

目
・
戸
宮
○
ず
昌
茸
．
旨
１
ｌ
届

弔
巳
旨
国

自
．
シ
宮
呂
昌
詳
．
嵐
ｌ
困

、
四
目
倖
畔
駄
も
○
］
一
Ｎ
①
』
。

三
．
シ
言
呂
昌
胃
．
笛
ｌ
閉

貝
①
目
著
○
画
昼
。
冒
号
“
ロ
の
風
宮
。
静
“
．

『
国
家
衛
生
原
理
』
の
構
成
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。

第
壱
編
緒
論
、
第
弐
編
群
生
社
会
国
家
、
第
三
編
国

家
の
機
能
、
第
四
編
固
有
衛
生
制
度
、
第
五
編
衛
生
ト
理
財

ト
ノ
関
係
。

第
壱
編
は
『
原
著
』
の
園
シ
言
。
冒
旨
の
一
部
を
と
り
入
れ
て

い
る
が
、
む
し
ろ
、
後
藤
の
問
題
意
識
や
方
法
論
、
そ
し
て
「
時
代

ノ
古
今
ヲ
論
セ
ス
相
応
ス
ル
コ
ト
合
符
ノ
如
シ
ト
ハ
其
レ
進
化
説
ノ

謂
乎
」
と
述
べ
つ
つ
進
化
論
を
不
変
の
理
と
す
る
立
場
が
表
明
さ
れ

て
い
る
。
但
し
、
後
藤
の
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
生
理
的
動
機
と

生
理
的
円
満
が
、
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
類
畢
生
ノ

行
為
〈
：
…
・
生
理
的
円
満
（
嘗
嵐
ｏ
ざ
唱
函
。
胃
冒
討
鳴
鼠
。
：
．
…
ヲ
享

有
セ
ン
ト
ス
ル
目
的
一
一
外
ナ
ラ
ス
」
、
こ
の
生
理
的
円
満
を
享
有
せ

ん
と
す
る
「
本
源
」
は
、
「
各
人
ノ
自
体
二
固
有
セ
ル
一
種
ノ
天
性
、

即
生
理
的
動
機
ｅ
ご
吻
巨
ｏ
唱
函
。
胃
弓
凰
号
）
…
．
：
｝
一
発
ス
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
生
理
的
動
機
は
「
原
著
』
の
三
・
ヘ
ー
ジ
に
初
出
し
、
社

会
的
動
物
の
共
同
行
為
を
生
柔
出
す
内
的
強
制
力
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
六
・
ヘ
ー
ジ
で
は
人
間
の
社
会
形
成
の
主
因
と
し
て
説
明
さ
れ

て
い
る
。
生
理
的
円
満
は
一
六
・
ヘ
ー
ジ
に
初
出
し
、
国
家
は
直
接
、

間
接
に
、
成
員
の
生
理
的
円
満
の
促
進
や
保
護
を
心
が
け
る
も
の
と

し
て
い
る
。

第
弐
編
は
、
『
原
著
』
の
胃
．
毎
房
。
冒
冒
と
タ
イ
ト
ル
も
同
じ
で

あ
り
、
用
語
、
論
旨
と
も
同
じ
で
あ
る
。
第
三
編
、
第
四
編
は
、

『
原
著
』
の
目
弓
少
冨
。
冒
冒
の
訳
が
大
半
で
あ
る
。
第
五
編

の
桑
が
、
後
藤
の
文
章
で
あ
る
。
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五
『
国
家
衛
生
原
理
』
が
日
本
に
お
け
る
衛
生
行
政
の
最
初
の

体
系
的
書
物
で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年
の
日
本
の
状
況
を
顧
み
れ

ば
、
後
藤
が
、
た
と
え
訳
書
あ
る
い
は
補
論
つ
き
の
訳
書
で
あ
っ
て

も
、
本
書
を
刊
行
し
た
こ
と
は
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
、
し
か
し
、
従

来
の
よ
う
な
後
藤
へ
の
、
ま
た
『
国
家
衛
生
原
理
』
へ
の
評
価
は
、

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

追
記
貴
重
な
史
料
・
文
献
を
検
討
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
宗
田

一
氏
、
お
よ
び
岡
山
大
学
医
学
部
図
書
館
に
深
く
感
謝
す
る
。

（
国
立
公
衆
衛
生
院
衛
生
行
政
学
部
）

京
都
府
立
医
科
大
学
（
京
府
医
大
と
略
す
）
に
お
け
る
解
剖
体
追

悼
式
は
年
二
回
、
す
な
わ
ち
五
月
の
第
二
土
曜
と
十
月
の
第
一
土
曜

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
日
山
浄
土
宗
安
養
寺
お
よ
び
西
本
願
寺
に
お
い

て
春
季
な
ら
び
に
秋
季
法
要
と
し
て
営
ま
れ
、
そ
の
都
度
学
長
は
、

法
要
の
対
象
と
し
た
創
立
以
来
の
解
剖
御
遺
体
の
総
数
を
報
告
す
る

こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
本
年
秋
の
式
典
で
は
、
昭
和

六
十
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
解
剖
体
数
と
し
て
一
七
一
四
七
体

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

京
府
医
大
は
す
で
に
創
立
百
十
五
年
を
数
え
て
お
り
、
前
記
数
値

が
正
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
誤
り
は
な
い

の
か
を
一
度
ふ
り
返
っ
て
調
査
し
て
み
る
必
要
を
感
じ
、
史
的
考
察

を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

京
府
医
大
に
お
け
る
遺
体
解
剖
は
、
粟
田
ロ
山
中
の
解
剖
場
に
お

京
都
府
立
医
科
大
学
に
お
け
る

解
剖
体
に
つ
い
て

山
田
久
夫
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